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令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【ものづくり産業と放射光分析の関わり】 

日 時:令和４年７月３０日（土） 

受講者数:２人 

会 場：兵庫県立大学姫路工学キャンパス Ａ棟２Ｆ２０５室 

講 師:高度産業科学技術研究所 所長 鈴木 哲 

 

放射光や放射光施設について概説するとともに、放射光がものづくり産業にどのように利用され、また

これを通して我々の生活にどのように関わるのかを光電子分光法を中心に解説した。光電子分光の簡単

な原理からどのような情報が得られ、どのように利用されているか紹介した。 

放射光は、ほぼ光速の電子を強力な磁場で曲げたときに放出される強い光。赤外線から硬 X線までいろ

いろなエネルギーの光が得られる。 

SPring-8 をはじめとする国内の放射光施設の紹介。 

光は数えられる。光の最小単位であるフォトンのお話 

光のエネルギーと波長の関係。 

ジュール（J）では大きすぎて扱いづらい。エネルギーの単位：電子ボルト。 

物質内部の電子が光によって放出される光電効果。 

光電効果を用いる分析手法である光電子分光の説明。 

光電子分光の特徴① 元素の識別性 

光電子分光の特徴② 表面敏感性 

光電子分光の特徴③ 化学結合の識別 

光電子分光の実際例①：ステンレス鋼の腐食の原因を探る 

光電子分光の実際例②：フッ素樹脂、シリコン樹脂。炭素やシリコンは何と結合している？ 

光電子分光の実際例③：Li 電池を動かしたとき電荷をやりとりしている元素は何？ 

SPring-8 で行われているマツダ株式会社技術研究所と兵庫県立大学の共同研究の紹介 

ガス中で分析可能な準大気圧光電子分光 

光電子分光以外の代表的な放射光分析手法：X線吸収分光 


